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障がいのある人もスポーツができる場所

ボッチャ

水泳

ブラインドサッカー

シッティングバレー 陸上競技 チェアスキー

体験教室 スポーツ施設の利用スポーツ大会

障がい者スポーツの一例を紹介するね！

最近は障がいのある人に配慮された施設も
あるんだ。大会を見学したり、

体験教室に参加するのもひとつだね。

見て体験して好みで選べたら一番だね。
できるかどうか不安なときは

理学療法士さんなどに相談するのがいいよ。

スポーツがしたくなってきた！
・・・でも、どんなところでできるの？

あとは種目選び。いっぱいあって
どれにしようか迷っちゃうな・・・

障がい者スポーツ

障がい者スポーツとは
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※「障がいの有無や年齢， 性別に関わらず、みんなで 一緒に行うスポーツ」の考え方

競　技
勝利にこだわって！

インクルーシブ※

みんな一緒に！
レクリエーション
楽しんで！

障がい者スポーツって知ってる？

そうだね！でもそれだけじゃないんだ！
障がいの有無を問わず誰もができる
スポーツでもあるんだよ！

障がいのある人がするスポーツだよね。
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　競技として障がい者ス
ポーツを行う選手に対
し、外傷発生の予防や競
技力の向上を目指し、コ
ンディショニングを行い
ます。障がい者特有の問
題などにも知識を活かす
ことができます。

●身体機能評価
　筋力や柔軟性などを
検査します。身体機能評
価は、医師もしくは理学
療法士が行うことがで
きます。

●技術評価
　コーチやトレーナー
が、競技動作や日常生活
動作などの確認を行い、
適切なクラスを判断し
ます。

●競技観察
　実際の競技場面を観
察し、クラス分けの結果
が適切であるかを確認
します。

アスリート支援

　クラス分けとは、障がいの種類や程度によって選手をグループ分けする
ことです。障がい者スポーツならではの工夫です。
　以下の 3つのプロセスがあります。

クラス分け

理学療法士
理学療法士の強みを活かした支援ができる

外傷・
障がいへの理解

メディカルチェック
（機能評価・動作分析）

アスレティックトレーニング
コンディショニング
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理学療法士と障がい者スポーツ

　心身機能や日常生
活の向上を図る支援
を行い、車いすのシー
ティング※や観察評価
から障がい者スポー
ツの情報提供を行い
ます。

※椅子・車いすを利用して
生活する人を対象に、座位
に関する評価と機器の選
定、調整、マネジメントな
どを行うことです。

医療場面

　障がい者が積極的にスポーツに参加できるように、理学療法士が現場で動
作指導や介助などを行い支援します。

残存機能を活かした競技支援 理学療法士による移乗の介助

活動支援

心身機能の
回復

車いすの設定や
シーティング

日常生活活動
能力の向上

基礎的な体力の
維持・向上

障がい者スポーツの
情報提供


